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2009年11月の南米南端におけるオゾン量低下イベントに関する解析

Analysis of the ozone reduction event over the southern tip of South

America in November 2009
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　2009年11月に南米南端部において、約3週間にわたるオゾン量の低下が続いた。南米では初夏にあたり、紫

外線への影響が懸念された。この現象は、9月～10月にかけて最盛期を迎えるオゾンホールの場となっている

南極渦が、季節の進行に伴って11月になって不安定になり、南米方面へ変形・移動し、南米上空にとどまりな

がら崩壊を始めたことが原因である。では、どのようなメカニズムによってこの南極渦の南米方面への変

形・移動が起こったのであろうか？また、同様な現象は過去にも起こっていたのであろうか？この２つの疑問

を明らかにするため、1979年～2015年の37年間のERA-Interim再解析データおよびOMIオゾン全量データの

解析を行った。成層圏で極渦の崩壊が起こり始める、あるいは崩壊直前となる場合が多い11月の、500hPaジ

オポテンシャルハイトについてブロッキングパターンの診断を行ったところ、ブロッキングパターンが生じた

時に対流圏から成層圏への波動伝搬が強化され、それに伴いブロッキングが起こった領域の東の成層圏に南極

渦が伸張あるいは移動し、南極周辺の中高緯度域のオゾン量を低下させる場合が多いことがわかった。また、

11月におけるブロッキングパターンの出現と南極渦の大規模な伸張・移動との同様な関係は、2009年の他に

も5回程度あり、そのうち3回（1994年、1997年、2011年）は南米付近で見られた。しかしながらこれらの

年のオゾン量低下の持続期間は2009年ほど長くはなかった。以上の結果から、11月のブロッキングパターン

の診断を行うことで、南極渦が崩壊するときの移動・変形の方向（経度）をある程度予想できることが示唆さ

れ、それはオゾンホール空気塊のその地域への襲来とそれによってもたらされる紫外線増加の予測に役立

つ。対流圏の気象場を診断することで、現在南米で行われている紫外線予測の精度を上げることができるかも

しれない。 

　本研究は地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）「南米における大気環境リスク管理シ

ステムの開発」（2012～2017年度、代表：水野亮　名古屋大学）によって行われた。
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